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学校は37%であり、 学習指導要領の改訂に合わせて教育目標の改定を進めている学校が、

半数以下であることがわかる。社会の変化や、 現在から未来につながる教育課題の解明を

踏まえて改訂されるという学習指端要領の改訂の意味を考えたとき、 学習指樽要領の改訂

に即応した教育目標の見直しや改定が求められる。

三つ且として、 児童生徒や地域の実態などに基づく学校の固有の課題をとらえていない

目標が見受けられる。 例えば、 教育基本法に示されている、「真理・正義を愛し、 個人の

価値をたっとび、 勤労と責任を重んずる心身共に健全な人物を育成する。」というような

文言の目標では、 児童生徒や地域の実態に対応した各学校の強調点や留意点が明らかでは

なく、 教育課程の編成・実施上の明確な指針となりにくい。

このような内容上の問題は、 次のような表現上 図11-2教育目標に盛り込まれた

の問題ともかかわってくる。一つは、 今日的な教 価値の項目数

育課題を踏まえて自校の教育課題を明らかにして

いないことから、 教育目標に盛り込む価値が多く

なりすぎ、 期待する児童生徒の変容を具体的なイ

メ ー ジとして焦点化できなくなっている場合であ

る。右の国II - 2のグラフは、 ある管内の高等学

校における、 教育目標に盛り込まれた価値の項目

数を調査したものである。 6項目以下の学校は4

割程度である。価値項目をいくつまでと限定する

ことはできないが、 多すぎる価値項目は、 目標の

解釈に混乱をきたし、 教育目標の具現化を妨げる

ことになる。 目標の価値が相互に有機的な関連の

<~6 
,'30.8%1 

平成7年度汲在

もとに機能するためにも、 一定の教育観や児童生 図Il ー 3 教育目標の表現の仕方

徒観に基づく焦点化が求められる。（注5)

二つ目は、「～を育成する」、「～を醸成する」、

「～を持たす」というように、 教師の指禅目標と

して表現されていて、 児童生徒自らが目指す理想

像として表現されていない場合である。 図II - 3 

のグラフは、 述語表現に着目し、 ある管内の高等

学校の教育目標を分類したものである。教師の指

源目標として表現されたものが実に7割近くに及

ぶ。教師の指導目標として表現された場合、 児童

平成7年ぼ現在

生徒が自らの意思に基づき目標の実現を目指すという意識を持つことを希薄化させる恐れ

がある。児童生徒にとって、 教育目標が自らの生き方を見つめるきっかけとなり、 その実

現が自らの課題としてとらえられるためにも、 児童生徒自身の目標として意識できるよう

に表現されるべきであろう。

以上、 教育目標の意義と設定条件について述べてきたが、 これらの意義や条件のもとに

設定された教育目標の実現は、 学校経営の中核となるものである。
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S 3 という流れで展開されるのが実態であろう。

こうした構造を念頭におき、 教育目標の具現化を中核に据えて、 学校経営のねらいを次の

ようにおさえる。

学校経営とは、 公教育機関としての学校が、 公教育の目的・目標の達成を前提とする

中で、 学校の教育目標の実現を目指すため、 目標ー計画一実施 ー 評価ー改善のマネジメ

ント・サイクルを踏まえて、 教育課程の編成・実施を中心とする児童生徒への直接的な

教育活動とそれを支えるための経営活動を営むことである。

この経営活動は、 校内に各種組織を編成し、 経営の条件である4M (人、 物、 金、 組

織・運営） を適切に組み合わせることにより、 直接的な教育活動が合理的、 能率的かつ

効果的に推進できるよう諸条件の整備・調整等の活動を行うものである。

これまで、 マネジメント・サイクルといえば、 p (計画）ーD (実施）ー s (評価）と用いられ

てきたが、 本研究では、 A (目標）ー P-D-S-I(改善）のマネジメント・サイクルを提起

する。 AはAimの略であり、 I は I mprovementの略である。（詳しくは本章の 4 節で後述）

また、 教育活動と経営活動という用語は、 教育目標の具現化にかかわる営みを二つの側面

からとらえた言葉であり、 前者にかかわる道筋を教育活動系列、 後者にかかわる道筋を経営

活動系列と称する。（詳しくはIII章の5節で後述）

(2)教育目標の具現化の意義

① 教育目標の具現化の意義

学校経営を教育目椋の実現を目指す教育活動と経営活動との複合的な営みととらえ、 教

育目標の具現化の意義を次のようにおさえる。

教育目標の具現化とは、 その学校が設定している教育目標を、 児童生徒への直接的

な教育活動とそれを支える経営活動を通して、 入学した児童生徒が卒業するまでの 6

年間あるいは3年間という長期的な展望のもとに、 一人一人の児童生徒の上に実現し

ようとする営みである。

具体化された目標を児童生徒自らが実際の行動として現すことができるよう教師が様々

な活動をとおして指導するとともに、 児童生徒も実現に向けて努力するなど、 目標実現に

向けた学校としての総合的な営みが、 教育目標の具現化にとって大切である。

本研究では、 上記の教育目標の具現化の意義を念頭におきながらも、 単年度ごとに設定す

る年度の重点教育目標の実現に向けての営みが、 具現化の基盤としてまず大切であるとし

て、 そこに視座をおいて研究を進めてきたところである。

それは、 教育目標の具現化が形骸化しているという実態を改善するためには、 教育目標

として設定されている知・徳・体等の全価値項目にかかわる教育活動を推進しながらも、

その年度、 特に重点をおいて取り組むべきこととした価値を年度の重点教育目標として設

定し、 その実現を基軸とした教育活動の展開を、 毎年連続的かつスパイラルに積み上げて

いくという営みを確かなものにすることが重要であると考えたからである。

年度の重点教育目標は、 さらに学年の教育且標、 学級の教育目標、 年度の教育課程の編

成方針などへと具体化されていく。
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3教育目標の具現化を推進する視点と方策

本節では、学校における教育目標の具現化を妨げる要因に着目し、それが、教師個々の教育

活動にどのような弊害をもたらしているのかを検討することを通して、具現化を推進するため
に必要な視点や方策、並びにマネジメント ・ サイクルの在り方について明らかにする。

(1) 教育目標の具現化を疎外する要因と教師の教育活動とのかかわり
日常の教育活動は、教育目標具現化の活動そのものである。しかし、現状では、教師個々

あいろ

が教育目標の具現化を意識して教育活動を展開することを妨げる様々な陰路がある。例えば、
次のような点があげられる。

ア 校長より説明される年度初めの重点教育目標や重点経営方針等にかかわる説明会等をの
ぞいては、教師個々に、教育目標のもつ価値を吟味し共有化していく場や機会が十分に保
障されていない。このことは、各教師が主体的に教育目標にかかわることを迂遠にしてい
るとともに、教育目標を具現化するための教育活動の進め方（だれが、 いつ、どこで、何
を、どのように）をイメ ー ジすることを固難にしている。

イ 学校には、教職貝の転出入や学級・学年担任及び各部、各係等の業務に伴う引継ぎの際、

ややもすれば、教育目標を具現化するための中・長期的な展望に立った継続的な教育活動
の展開を疎外する要因がある。そのような場合、各教師はともすると教育目標を視野に入
れることなく、単年度ごとの計画をいかに消化するかという意識に立って教育活動を実施

することになる。

ウ 教育課程の編成・実施に当たって、自校の教育目標と教科・科目等の指尊目標とをどの
ように関連させるのかが学校全体として明らかにされていな い場合、各教師は、学習指尊

要領や指導書などにおいて示されている目標や内容にのみ目を向けて、日々の授業を実施
することになる。

工 学級・学年の教育目標を設定する時、教育且標を具体化するための道筋や手順が明らか
にされていない場合、各教師は、教育目標を単に細分化、細目化するという観点で行いが
ちである。

教師個々にとって、教育目標が必要不可欠なものとして実感できない状況は、上記ア ～工
あいろ

などの陸路によって生み出されるものであろう。

学校において、教育目標が教育活動を方向付ける指針として生きて働くためには、次のよ
うな観点から具現化の道筋や手順を見直すことが必要である。
●各学校においては、教育目標が必要不可欠なもの、切実なものとして教師個々に受け止め

られる場をどのように保障していくのか。

●各学校においては、教育目標を実現するための教育活動とそれを支える経営活動を、どの
ように計画、実施、評価するとよいのか。

(2)教育目標の具現化に向けての意思形成
学校の教育目標は、教育する側が教育される側に実現しようとする「そうあってほしいと

願う理想の児童生徒像」を表現したものである。学校がこの理想と、する価値を実現していく
ためには、教職員が「なぜこの教育目標なのか」、「わが校としては何を大切にしようとする

のか」など、教育目標の意味するところについて相互に意見を交換し、論議を十分に尽くす
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教育活動が有効に機能するための条件整備を図る経営活動が必要となる。 この経営活動を展

開するに当たっても自校の経営課題を明らかにし、その解決を図るという観点が必要となる。

学校の教育活動、 経営活動に課題解決的な性格をもたせることの重要性については、 色々

な角度から提言されている。 例えば、 大島三男氏は教育計画作成の観点として、「課題解決の

合理的ないし最適な手段を策定する『課題解決型の計画』の学校」、「学校教育の変化を発展

的・創造的に追求する手段を策定しようとする『教育イノベーション型の計画』 の学校」を

提唱する。（注8)また、 久高喜行氏は、学校の教育目標との関係で各部ごとに当該年度の課題

を設定し、 それの解決を各部の実効目標とするよう、 校務分掌組織に課題解決的性格をもた

せることの重要性を指摘する。（注9)これらの主張は、 自校の教育課題、 経営課題の解決とい

う営みを通して自校の教育目標の具現化を図ることの重要性を示唆するものである。

各学校は、 教育目標の具現化に結び付く自校の教育課題、 経営課題の整理と構造化を通し

たこれらの課題解決という観点から、 年度の重点教育目標を設定し、 その実現を図るための

教育課程の編成・実施・評価、 並びに学級・学年経営、 各分掌業務等を推進していくことに

なる。

以下においては論点を焦点化するために、「教育目標の具現化と『教育課題』とのかかわり」

に視点を当て述べることにする。『経営課題』についても、 同じ道筋で解決を図ることが大切

である。

(4) 課題の設定及び課題解決にかかわる「判断」の重要性

学校の教育課題が、 教育目標と現状とのギャップから尊き出された諸課題を集約して設定

されたものであることは、 本節の(2)で述べた通りである。このとき、教育目標を実現するた

めに何を課題として受け止めるかという教職員の判断が重要となる。 そして、 何を教育課題

として設定するかへの学校としての判断が明確になされたとき、 教育且標の具現化に向けた

教育活動が的確な方向性のもとで展開されることになる。 また、 教育目標をいかにして実現
あいろ

するかへの学校としての判断は、 本節(1)で触れた檻路を解消する基盤となるのである。

課題をどのように設定するかにかかわる「判断」の菫要性ついて、 川喜田二郎氏は、 下図

II - 7「W型の問題解決図式」を通して興味

深い指摘をしている。 川喜田氏によると、 問

題解決は右のモデルに示されるように思考と

経験、 抽象と実践の世界の往復運動の中で展

開されるものであり、 A-Dまでの「判断」

とD-Hまでの「執行」の二つの部分によっ

て構成されるという。 その中で川喜田氏は、

従来の仕事というのは、「執行」の面ばかり

で語られてきたことを指摘する。川喜田氏は、

「判断」において、 解決すべき問題や課題を

明確にすることの大切さを主張し、 「 ・ ・・

たとえば他の中には、 判断を怠ったり粗略に

しておきながら、 身体や手を動かすことばか
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図 ll-7 W型の問題解決図式
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ウ 教育目標の具現化につながる教育課題の明確化

などについて、 積極的に取り組むことが必要である。

「計画」の段階に、 教育目標の吟味や教育目標の具現化につながる課題を明確にする過程

を位置付けることなく、 単に教育活動の実施案の作成という観点で行われるとすれば、 学校

として、 前年度計画をそのまま踏襲するというマンネリ化した活動を温存または助長するこ

とになるからである。「計画」の段階が教育目標の実現に対して実効性をもっためには、「計

画」の段階に、 従来、 意識されることのなかった前記のア、 イ、 ウを内容とする Aim

(A-目標）の段階を積極的に位置付けていくことが重要である。 そして、「計画」の内容

として、 実施にともなって予想される困難点及びその解消のための具体的な手立てや配慮事

項、 児童生徒の予想される変容にかかわる評価観点の作成なども加えるならば、「計画」の

段階に課題解決の方策の策定という仮説の性格をもたせることができる。

(2) 「 Improvement (改善）」段階の明確化

教育且標の実現度を吟味する場として「評価」の段階がある。 教育目標が教育活動やそれ

を支える経営活動によってどの程度具現化されたかを児童生徒の変容等から評価し、 それを

次の活動や次年度の計画に生かしていこうとするものである。 もし、 評価方法が不明確であ

ると、 単に問題の所在を指摘するに終始し、 評価結果が次の活動や次年度の計画の中に生か

されない場合がある。 そこで、 前述したように、 年度の重点教育目標がどの程度実現された

かという観点から、 評価を実施することが考えられる。つまり、 3節(3)で、教育目標の具現

化を課題解決過程ととらえたその枠組みで、 年度の璽点教育目標の実現状況を評価するので

ある。

ア 「計画」の段階で立てられた課題解決の方策の評価

各教師が学級・学年担任、 教科担当者として、 所属する組織体の課題がどの程度解決さ

れたかを評価し、 それを、 学年部会、 教科部会など各組織で集約し、 まとめる。 その結果

を学校全体で集約して、 年度の重点教育目標がどの程度実現されたかを評価する。

イ 課題の見直しや次年度に向けての新たな課題の設定

アの話し合いをもとに、 今年度設定した教育課題が教育目標の具現化につながる課題と

して適切なものであったか、 また、 新たな教育課題を設定する必要があるかについて、 学

校としての判断を明確なものにする。 この中では、「わが校はどこに向かうべきなのか」、

「何を大切にして教育活動を展開すべきなのか」について、 学校全体として、 共通理解を

図ることになる。 ここでは、 教師個々の教育観、 指禅観等の違いが浮き彫りにされること

になるが、 それに基づく論議が、教育目標のもつ価値を共有化していく重要な機会になる。

このように 「評価」の枠組みをとらえると、「ア」については教育課題がどの程度解決され

たかにかかわる評価とおさえることができ、「イ」については、 教育目標の具現化につなが

る課題解決の在り方をどのように改善するかへの学校としての判断とおさえることができよ

う。 このことから、 学校としての判断を生かすためには、上記イを内容とする Improve­

ment (I ー 改善）の段階を積極的に位置付けていくことが重要となる。 つまり、

- 12 -





m 教育 H 標の具現化の基盤となる年度の重点教育 H 標

教育目標の具現化は、 6年問あるいは3年間という長期的な展望のもとに計画化されるべき
ものである。 その具現化の基盤となるのが、単年度ごとに設定される年度の重点教育目標であ
る。ところで学校管理規則では、新年度において実施する教育課程を3月末日までに教育委員
会に届出なければならない定めになっている。教育委貝会による学校教育の管理が、 会計年度
とあいまって単年度を一つの区切りとしてなされていることによる。 このことからも、年度ご
とに重点教育目標を設定し、その実現を単年度体制で目指す学校経営は意義をもつことになる。

1 年度の重点教育目標の設定

(1) 年度の重点教育目標設定の意義
年度の重点教育目標は、前年度の学校評価の結果及び児童生徒の学習· 生活の実態（含む

問題傾向）、さらには校長の考え及び教職員の願いなどから集約された学校としての教育課題
の解明に向け、教育目標の項目のうちから、 その年度特に重点をおいて取り組むべきとされ
た価値項目について具体化したものである。

この際、ある項目を特定したことは、 他の価値項目の軽視を意味するものではない。あく
までも新年度、 学校として解決すべき課題性を璽視して設定したものであって、 その項目の
実現を基軸とするなかで、 他の項目についても具現化の営みが展開されるべきことはいうま
でもない。その際、 年度の璽点教育目標として設定した項目の実現に、 他の項目の実現を有
効にかかわらせる創意が必要となる。

こうして年度の璽点教育目標を達成する営みを鋸年確実に梢み上げることによって、 教育
目標を一 人一 人の児童生徒の上に年々スパイラルに実現させていくことができると考えられ
る。 その設定方法は、 次の3つに大別できる。（注1)

① 学校の教育目標の項目に必要性や緊急性などの観れから年度ごとの達成順位をつけ
年度の重点教育目標として設定する。

② 教育目標の一つについて具体化し、 年度の重点教育目標として設定する。
③ 教育目標のいくつかを統合して具体化し、 年度の重点教育目標として設定する。
①については、 ある程度長期的な展望に立っての年度の璽点教育目標の設定に意義がおか

れ、 ②と③については、単年度ごとの設定に意義がおかれている。 そこで、年度の重点教育
目標をいかに設定するかが課題となる。設定に当たっては、 最終的には校長が決定し提起す
るが、 II章で述べたように教育目標の具現化に向けての学校としての意思形成を図る上から、
できるだけ教職員を参画させることが大切である。 具体的には、 年度末の学校評価の終了後
に、 ミドルリ ー ダーを中心とした会議あるいは学校評価委員会等を足場にするなどして教職
貝の参画を拡充し、 目標に対する共通理解と目標実現への実践意欲を喚起することである。

こうして、 各学校においては、教育目標の改定がなされない限り、毎年の教育目標の具現
化の営みは、年度の重点教育目標を実現すべき目標「A」とおいて、＇以下P-D-S-1 のマ
ネジメント・サイクルで教育活動及び経営活動が展開される構造になる。

年度の重点教育目標と同義語の用語として、「年度の重点且標」、「年度璽点目標」、「年度の
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の価値が選定されたのかなどについて、改めて経過とその意義を十分確認し合うことが、大
切である。このことによって、11章の3-4節で述べた「判断」部分を重視し、「執行」に
向けての協働体制を確立するのである。

(2)年度の重点教育目標を実現する教育課程経営
教育課程の編成方針は、年度の重点教育目標を実現するため、学校として、教科・科目の

年間指導計画、学校行事計画、日課表、時程表などをどのように立案して実施すべきかを示
す指針である。絹成方針を受けて、教科・科目等の目標の設定や教育内容の精選、軽重化及
び時数配当がなされ、日々の授業が展開されることになる。(N章で詳述）

(3)年度の重点教育目標を実現する学級・学年経営
学年の教育目標は、年度の璽点教育目標を細目化あるいは細分化する具体化の過程をとお

して設定される。学級の教育目標は学年の教育目標を受けつつも学級としての独自性を踏ま
えて設定される。このような下降的な設定方法に対して、児童生徒の願いや担任の考えに基
づき学級の教育且標を設定し、それらを集約して、各学級担任の考えを取り込んで学年の教
育目標を設定するという上昇的な設定方法も考えられる。また、下降と上昇の両者のよさを
生かした設定の方法もある。これらの設定方法については、V章の3節で詳述する。

学級、学年は、児童生徒への直接的な教育活動をとおして年度の璽点教育目標を実現する
基本的な単位である。ゆえに、年間をとおして学習集団としての質的高まりを目指す学級、
学年経営の展開が求められる。

3年度の重点経営方針の設定

学校の経営方針は、学校の教育目標の実現を目指すため、地域の特性や学校の実態等から尊
かれる経営課題を考慮して、経営活動が目指すべき手段・方法や諸条件の整備・調整的な内容
を長期的な展望に立って示した理念というべきものである。

年度の重点経営方針は、この学校の経営方針を受けて、特に年度の重点教育目標の実現のた
めに経営活動が目指すべき戦略である。
(1) 学校の経営方針と年度の重点経営方針との関係

本研究では、学校の教育目標から年
度の重点経営方針に至る四者の対応関l学校の教育目標 ⇔ 学校の経営方針
係を時系列上明確にするため、右のよ

1
↓ t ↓ t 

うに統一して用いる。 年度の蛍点教育目標 ¢'? 年度の璽点経営方針

ここで、年度の重点教育目標「自分
の思いや願いを大切にし、生き生きと学習し生活する子」の実現を目指し、かつ学校の経営
方針を受けた年度の重点経営方針の設定例をあげる。数字の1-5は長期的な学校の経営方
針であり、◎は年度の重点経営方針である。また、●は重点経営方針を具体化した下位方針
である。この例の場合、年度の重点経営方針は、年度の重点教育目標実現とのかかわりから、
学校の経営方針の1、 2、3に重きをおいて設定されている。
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方法・手段や諸条件の整備・調整的な働きをもつものとして、 ある程度の独自性をもって
設定される。

前頁の例に基づけば、 学校の経営方針の「1」と「3」がかかわってくる。前者では、
年度の重点経営方針である「 A-P-D-S-1 の徹底と組織活動の充実 ・ 効率化」が、

後者では、 年度の重点経営方針「児童生徒の側に立った学級 ・ 学年経営」が、 学級 ・ 学年

経営方針の設定に当たって具体化されることになる。
③ 年度の重点経営方針と分掌経営

教務部、生徒指導部、 健康安全部等の組織は、 児童生徒への直接的な教育活動を効率
的 ・ 効果的に展開するための経営活動を行う組織として編成されたものであり、 こ れらは
経営活動系列の基盤をなすものである。

前頁の例に基づけば、 学校の経営方針である「1 活力のある学校づくり」に基づいた
分掌経営の改善が志向され、 さらに年度の軍点経営方針である「A-P-D-S-1 の徹
底」や各部会の充実 ・ 効率化をも含めた経営方針が部ごとに設定されることになる。 例え
ば、 生徒指樽部にあっては、 学校の経営方針の「3」を受けた重点経営方針の「生徒指禅
体制の見直し」、 さらにその下位方針である「生徒指導上の問題発生に対処する校内指禅
体制の見直し」に対応する具体的な経営方針が立てられることになる。

なお、 各部においては、 学校の経営方針や年度の重点経営方針を受けつつも、 各々の組
織が長年抱えている課題の解決に向けた独自の経営方針を設定してよいのはもち論である。

学校における一切の教育活動は、 一つの組織が単独で執行及ぴ推進できるものではない

ことから、 常に全校的視野に立って、 各部や各学級 ・ 学年との間における調整や連携 ・ 協
カ体制が求められる。 なお、 常設および特別に設定された各種委員会についても、 委員長
を組織の代表とする活動が、 学校の経営方針や年度の璽点経営方針に基づいて展開される
のはもち論である。

4教育目標の具現化系列と学校経営計画書

教育目標の具現化は、 その基盤となる実践活動を単年度におきながらも、 中 ・ 長期的な展望

のもとに展開されている。 したがって、 教育目標の具現化を図る諸活動の道筋を系列分けする
についても過去から将来への継続性に立ってとらえていくことが大切となる。

また、 各学校で作成されている学校経営計圃書については、 総合的な教育活動書として教職
員に活用されることに加えて、 今後は学校としての社会的責任を示す上から、 届出た「教育課
程」を補足するものとして教育委貝会に提出したり、 父母や地域社会に学校を理解してもらう
ための参考資料となるよう、 その構成や体裁を工夫することが求められる。

(1)教育目標が具現化される系列
教育目標の具現化系列は、 おおむね、 学校の教育目標 一 年度の重点教育目標 一 学年の教育

目標一学級の教育目標という流れと、 教育目標を具現化するための手段的 ・ 条件整備的な働
きをもつ経営方針の流れとにわけることができる。前者は、 教育目標系列、 且標系列及び指
禅系列と呼称され、 後者は、 経営目標系列、 教育条件的系列、 条件系列及び経営系列などと
呼称されたりしている。（注5)また、 中留武昭氏は、 学校経営を機能而から構造的にとらえて、
前者を教育活動の系列、後者を経営活動の系列と提起している。（注6)さらに、児島邦宏氏は、
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を与え、 一定の方向に活動を統括していくものとして有効に機能するであろう。

② 学校経営計画書の構成

学校では、 学校要覧、 学校経営要覧、 学校経営計画、 00の教育などの名称で学校経営

計画書が作成されているようである。（注10)ここでは、上で述べた課題に配慮して、江別市

内の小、 中学校の学校経営要覧を参考に、 学校経営計画書の構成例を提示する。（注11)

I 学校経営の基底編

・学校の沿革 ・地域の実態 ・学校及び児童生徒の実態 • 本校の教育目標

（各項目の解説、 指標） ・学校の経営方針 ・年度の重点教育目標 ・年度

の重点経営方針 ・学校経営組織園 ・教育目標具現化構造図

・職員構成一覺 ・学級・学年等担当者一覧 ．学校評価計画 ほか

11教育活動計画編

・教育課程の縦成方針 ・日課表 ・週時程表 ・年間授業日数及び時数

•特別教室の使用割り当て ・学校行事計画 ・教科、道徳、特別活動の年間指導

計画（教育罪醤として悧II化している場合が多い） ・学校給食指樽計画 ・健康安全指導計画 ほか

m 経営活動計画編

・教務部、 研修部、 生徒指導部、 文化部、 進路指禅部、 ・・・等の経営計画

・学級・学年経営計画（例骨化している拇合が多い） •特別教室等の管理者一覧 ほか

w その他

・校舎配置固 ・学校防災計画 ・PTA ・諸規程及ぴ諸規則 ほか

なお、 学校経営計画書の作成に当たっては、 教育目標の具現化の手順や流れが教職員に

分かり易く読み取れ、 かつ実践化に当たっての具体的な行動指針となるよう次のような配

慮が必要である。

ア 基底編は、 教育目標の具現化を推進する上で学校経営計画書の頭となるものであるか

ら、 学校の教育目標の解説や長期的な具現化の戦略としての学校の経営方針の設定及び

その解説が不可欠である。 また、 これらとの関連に基づく年度の重点教育目標や年度の

重点経営方針の設定理由も必要である。

イ 教育目標具現化構造図は、 教育且標が、 どのような流れで具現化されていくべきかに

ついて教育活動系列と経営活動系列に配慮して作成する。

ウ 各教科・科目等の年間指導計画、 学校行事計画、 学級・学年経営計画等は別冊化する

など、 活用しやすい体裁を工夫する。

工 各部、 各学級・学年等の経営計画は、 年度の重点教育目標の実現を図る教育活動を支

えるという視座から、 諸活動・諸業務の推進・処理等が、 分担と流れの明示によって動

態的に把握できるよう構成する。 また、 各経営計画においては、 年度の重点経営方針を

受けた経営方針を具体的に設定する。

オ 前年度の学校評価等の反省で出された課題について具体的な解決を目指す内容を含ん

で、 新年度の諸活動計画を策定する。

カ 教育目標の具現化状況を評価するための学校評価計画を盛り込む。
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図皿ー1 教育目標具現化構造図
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推進していくためには、従来の P-D-Sの p (計画）の段階にA( 且標）の段階を、s (評
価）の段階にI (改善）の段階を積極的に位置付けることが璽要であると述べた。このこと
は、教育目標の具現化を目指す教育課程経営においても重要な意味をもつ。前頁図N-lは
教育課程経営を A-P-D-S-I のマネジメント・サイクルに当てはめたものである。こ
のように構造的にとらえると、年度末に実施する教育課程の評価の結果から改善の方向を明
確にする段階、それをもとに教育課程の編成方針を設定する段階が見えてくるのである。

なお、各教師が教育課程をもとに授業の実
施計画を作成し(p)、その計画に基づき授業
を展開し(d)、評価する(s)というサイクル
も存在する。これは教育課程の実施(D)の段
階に位置する（スモ ー ル）p-d-sであり、
図N-lの教育課程経営のサイクルとは区別

図N-2 教育課程の編成・実施の枠組

公教育の目的・目標（患樹翡油令厚晋鱈晏罹等）

してとらえる必要がある。 I学校•他見児童鰈韓態等
特に、教育課程の評価(S)と学習の評価(s)

との混同には留意が必要である。授業レベル
の （スモ ー ル）p-d-sにおいても、目標
(a)と改善(i)を位置付けた（スモ ー ル） a
-p-d-s-iというとらえ方が重要であ
る。（注4)

社会〇麦化、世論蒻向等

学校経営のビジョン

1人間観・教育蜆・児童生徒観・指尊観，学力観，保襲者(/)胤し造り

学校の教育目標

2 教育目標の具現化を図る教育課程経営

(1) 年度の重点教育目標を実現する教育課程の編成
教育課程の編成方針は、学校として教育活

動の全体計画をどのように立案して実施すべ
きかを示す指針である。この編成方針を受け
て教科、科目の年間指尊計画、学校行事計画、
日課表、時程表などが作成され、日々の授業
が展開されることになる。

したがって、教育目標を具現化する教育活
動を展開するためには、図IV- 2のように年
度の重点教育目標の実現を目指した教育課程
の絹成方針を設定することが重要である。

なお、教育課程の編成方針の設定に際して
は、前年度の改善策のほかに、法令・法規に
基づくこと、地域や学校、児童生徒の実態、
社会の変化等を配慮することは言うまでもな
い。ここでは、特に年度の重点教育目標を実
現する教育課程の編成方針を設定する上で配

年度の重点教育目標

教育課程の編成方針

各教科• 特別活動・道徳の指禅の重点

年間指瑯計画・学校行事計画 ・ 日課表

実 施

評 価、 改 善
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慮すべきことをあげる。

ア 年度の重点教育目標が、 教育課題の解決を目指すべく、 教育目標のどの価値の実現にか

かわって特に設定されたかを確認する。

イ 年度の重点教育目標がもつ価値について理解し、 その実現にかかわる教科等の目標や内

容について検討する。 また、 授業や学校行事のどういう活動場面と最もかかわりが深いか

を分析する。

ウ 年度の重点教育且標の実現にかかわって、 教職員の構成やその力量等の人的条件、 教材 ・

教具等の物的条件、 校務分掌等の組織・運営的条件などの諸条件との関連を考察する。

ところで、 教育課程の編成方針の設定にあたっては、 教科の専門性はもちろんのこと、 学

級・学年経営や分掌経営からの視点も必要である。したがって、 教務部を中心に各教科、

各学年、 各分掌部等が有機的なかかわりをもちながら教育課程の編成方針の設定に積極的

に参画する工夫が求められる。

(2) 年度の重点教育目標を実現する教育課程の実施

編成方針に基づき作成された教育課程を教育活動として実施していくのが一人一人の教師

である。しかし、 このような教育課程の実施は、 単独で展開されていくのではなく、 教科部

会を中心に学年会、 各分掌等の経営活動に支えられることによって、 効果的に進めることが

できるのである。

分掌において教育課程経営にとりわけ関係が深いと考えられるのが、 教務部である。 教務

部は、 教育課程を推進するために人的配懺を考えたり、物的条件を整備したり、 指禅の調整

を図ったり、 時には必要に応じ計画に変更を加えるなどの働きを持つ。また、 これらを通し

て学級や学年における教育活動を支える役割も担っている。 このように教務部には、 教育課

程の編成の段階に止まらず、 実施の段階においても積極的にかかわることが求められる。教

務部の経営活動が年度の重点教育目標を実現するための教育活動を支えるものになるために

は、 教務部の経営方針を年度の重点経営方針と関連させるとともに、 教育課程の編成方針の

主旨をも十分にふまえ設定することが重要である。

学年会には、 年度の璽点教育目標の実現を目指し、 教育課程の実施をより円滑に推進する

役割のあることを再認識する必要がある。 例えば、 江別市立大麻泉小学校では、 学芸発表会

における学年の重点指導事項を学年の教育目標と学芸発表会の目的とのかかわりから設定し

ている。そして、 学芸発表会の取組を通して変容する児童の姿を、 学年内の複数の教師の且

でとらえて指導に生かし、 成果を得ている。（詳細はp.31を参照）

教科部会においては、 学年会との情報交換や連携を密にして教育活動の充実に資するとい

う役割を持たせることが大切である。教科部会と学年会が協働で学年経営計画を作成したり

教科部会と学年会の合同の会議を定例化するということも有効な方法であろう。

(3)年度の重点教育目標を実現する教育課程の評価

年度の重点教育目標を実現するためには、 重点教育目標の実現を目指して設定された教育

課程の編成方針の主旨が、 編成から実施に至るまでの各段階において首尾一貫して生かされ

ていることが重要である。ところが、「学校においては、 目標が一般的 ・ 抽象的であればあ

るほど意見の一致度が高く、 逆に具体的になればなるほど、 意見の一致度が低下するという
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特徴がある。」（注5)という指摘がある。 このことから、 教育課程の編成方針も、 より具体的

な実践に移行するほど、 その主旨が希薄化していくという危険性を有しているととらえるこ

とができる。 したがって、 教育課程経営の評価においては、 編成方針の主旨の一貰性を確認

することが大切である。

また、 年度の重点教育且標の実現をより確かなものにしていくためには、 適時、 教育課程

の妥当性を評価し、 計画を改善していく必要がある。 この適時になされた評価を積み重ねて

総括的な評価の資料とし、 次期の教育課程の編成に役立てていくことが肝要である。 すなわ

ち、 授業レベルにおける（スモ ー ル） s - iを記録化し、 教育課程経営の S - I に生かすエ

夫が必要なのである。 ここでも教育課程経営の評価の推進役として、 教務部が期待されるの

である。

3教育目標の具現化を図る教育活動の実際

本節では教育目標の具現化を図る教育活動の実際として、 年度の重点教育目標の実現を目指

した研究協力校の実践と、 年度の重点教育目標を実現する単元指導計圃の作成事例を紹介する。

(1)年度の重点教育目標を実現する教科の指導計画

北海道札幌篠路高等学校では、 年度の重点教育目標の実現を目指して、 年度の重点教育目

標と教科の指導目標をもとに、 各教科が重点をおく指導事項を設定している。

表N-1には、 年度の重点教育目標の3つの具体目標をもとに、 各教科における重点的な

指導事項を設定し、 さらにその指導を展開する領域や内容、 そして指禅の工夫を明確にして

いる。（詳細はpp.37-42を参照）

前節において、 年度の重点教育目標を実現するためには、 年度の璽点教育目標を目指した

教育課程の編成方針を設定し、 さらにその編成方針の主旨を実施にまで一貰化させる重要性

を述べた。 札幌篠路高等学校の実践は、 教科の指導に年度の重点教育目標を直接かかわらせ

ることを意図したものであり、 より積極的に実現を目指したものと言えよう。

表N-1 国語科における指導の留意事項

教育且標の具現化と教科指誼の重点 年度If)重点教育廿標を蹄まえ、特に重点
年度の重点教育目標 具現化と領域・内容との渭連で特に留意している点

との関連で留意した点 的な指謂をlti!il実蒻）した領絨・内容

知を求める人間 ·活字離れが進行している中で、自 目語［ 現代文 •音読、辞典使月の機会を多くする。

学習意欲の喚起 主的、自発的に本を設み、自らの生 古文，漠文 •生徒のB常につながる形での適切な発問を与え、自ら

き方と比較して考える習慣を身につ 考える姿勢を育成する。

けるよう留意する。 国語Il 現代文•古文 •音設、辞典使月、llli単な古文の口翡訳の機会を多くする。

家庭学習の定着 •家庭学習の定着と学習意欲の喚起 ・授業に直接生きてくる形の課題を設定する。

という観点から授業に生きる形の謀 現代文評論 ・じっくりと、自分の頭で考えることに留意する。
ヽ•

題の与え方に留意する。 短歌・俳句 ・想像力を慟かせて、イメ ージをふくらませることがで

個に応じた指器 ・古典文法の基礎1JJ定着に留意する きるように留意する。
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(2)教育課程の編成方針を生かす単元指導計画

教育課程の編成方針の主旨を教育課程の実施においても 一貫させるということは、 教育課

程の編成方針の主旨を受けて授業を実施するということである。

当麻町立当麻中学校の体育科では、「生徒指導の機能を生かした授業の構築」という教育課

程の羅成方針を「楽しい体育を通して学級での存在感を育成すること」ととらえる。そして、

第2学年の器械運動（マット運動）の単元の指導目標、 それを受ける本時の指導目標として、

それぞれ次のような目標を設定している。（詳細はpp.34-36を参照）

・単元の指導目標「互いに認め合い、 協力して集団演技づくりを楽しむことができる。」

• 本時の指導目標「班の課題達成に向け、 教え励まし合い、 楽しく運動しようとする。」

また、 本時の授業の評価にも、「班内で協力、 励まし合って集団演技を楽しむことができた

か。」という評価の観点を設定している。

当麻中学校の実践には、 教育課程の編成方針の主旨が単元の指導目標、 本時の指導且標

（スモール） aを通して授業の段階へと生かされていくようすをみることができる。 さらに

評価（スモール） sによって目標の実現状況が確かめられ、 次の指導の改善（スモ ール） i 

が図られていくであろうことが予測される。 このことは、 前述した授業レベルにおける（ス

モール） a-p-d-s-i の段階を踏むことの園要性を実践において示していると言える。

(3) 指導目標を再構築する指導計画の作成事例と研究協力校の実践

当麻中学校の実践に見られるように、 年度の重点教育目標の実現を目指して教育課程を実

施していくためには、 教育課程の編成方針の主旨を生かした指導計画を作成していくことが

重要である。

そのためには、 単元や題材等の指禅目標を、 教育課程の編成方針の主旨が生かされるよう

に再構築することが必要である。 再構築とは、 教科、 道徳、 特別活動の目標を受けて設定さ

れる単元、 題材等の指導目標の主旨に、 年度の重点教育目標の実現を目指して設定された教

育課程の編成方針の主旨を融合し、 新たな指導目標を設定することである。

このような考えをもとに、 実際の指導目標を作成する過程を示したのが次頁からの表であ

る。校種別に小学校では生活科 (p.28) 、中学校では社会科 (p.29) 、高等学校では公民科 (p.30)

のそれぞれ一つの単元を作成事例として取り上げた。 なお、 各事例において、 教育課程の編

成方針の主旨を理解するために、「教育課程の編成方針の設定の背景」を記述した。

単元の指禅計画の作成事例につづき、 研究協力校である江別市立大麻泉小学校 (pp,31-33)

当麻町立当麻中学校 (pp,34-36) 、北海道札幌篠路高等学校 (pp.37-42) の実践をまとめて紹

介する。 これまで文中においてその一部を紹介してきたが、 それぞれの研究協力校が年度の

重点教育目標の実現を目指して取り組んできた貴重な実践を、 紙面の許される範囲でできる

だけ詳細に記載することを心がけた。
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① 小学校の単元指導計画例

教育課程の編成方針の設定の背景・ . . 本校は、 人口が肥大する大都市の中心に位置する伝統校

である。 本校は、 かつて大規模校の一つに数えられたが、 近年はド ー ナツ現象の進行により、

児童数の減少が続いている。 児童の性向としては、 都市化によって家庭での手伝いが減少した

こと及び少子化や児童数の減少に起因して人間関係づくりが苦手な面を持つ。 そのためか、 活

動場面における自信のなさやコミュニケ ー ション能力の脆弱さが目立っている。 こうした実態

に対応するため、 本年度は、 体験的学習と役割分担を明確にしたグル ー プ学習を推進し、 自分

たちで調べた内容を工夫して発表する表現活動を重視した編成方針を設定することになった。

以下、 このことを基に作成された生活科の単元指導計画例を提示する。

「生活科」＜乗り物にの ってみよう＞

「生 活 科」 の 目 標 学 校 の 教 育 目 様
·---------------·--·------------···-·----------------·-·-----------------· -------------------------------------

具体的な活動や体験を通して、 自分と身近な社会や自然と 自ら学ぴ、 考え、 表現する、
のかかわりに関心をもち、 自分自身や自分の生活について考 心身ともに他康な子
えさせるとともに、 その過程において生活上必要な習恨や技
能を身に付けさせ、 自立への碁礎を養う。

I 

「生 活 科」 の 学 年 目 椋 年度の 煎点教育目 様
--------------------------------------------------------------------------- -------------------------------------

（］）自分と学校、 家庭、 近所などの人々及ぴ公共物とのか 意欲的に学ぴ、
かわりに関心をもち、 集団や社会の 一 貝として自分の役 いきいきと表現する子
割や行動の仕方について考え、 適切に行動することがで

I きるようにする。 （以下省略）

I 
教育課程の 編成方針

単 元 の 指 導 目 標 ー・・・---------------------------------
--------------------------------------------------------------------------- ・ 「体験的学習」の充実

乗り物や駅などの公共物の拗きやそこで働いている人々の ・ 「役割分担を明確にしたグ
様子が分かり、 安全に気を付けてみんなで正しく利 m するこ ル ー プ学習」の拙進
とができるようにする。 ・ 「発表楊面」の拡充

I 
栢貞 今

丁
↓ 

再 構 築 さ れ た 単 元 指 尊 目 標

駅で働いている人にグループでお話を開き、 そこで働いている人たちの様子や苦労を調べ、 調べ
た内容を工夫して発表し合うことで、 安全に気を付けみんなで正しく乗り物を利用することができ
るようにする。

内容・教材 指導方法・指導形態 評価の観点

0乗り物や駅などの公共物の働き 0生活体験の不足に対応する体験的アプロ ー チ 0乗り物に釆るとい
やそこで働いている人々の様子 く 一 斉＞ う体験的な学習・
を調査 ・駅の役割、 働く人の苦労や様子の調査 グル ー プ学習を行

・役割を分担し、 駅の人に質問す くグループ＞ い、 発表場面を拡
ることをグル ー プで相談 ・調査内容の発表 充することで意欲

0安全に気を付けた集団での正し くグル ー プ・ 一 斉＞ 的に学ぴいきいき
い利用 0乗るときの約束の発表 と表現する姿勢や

• 前車やパスに乗るときの約束の くグループ・一斉＞ 態度を培ったか、
グル ー プでの考察 ・砲車やバスヘの乗車体験 具体的な評価項目

• 安全に気を付けた乗り物への乗 くグル ー プ＞ を設定して評価す
車 ・選択可能な方法による発表 る。

0体験内容をいろいろな方法で発 ニュ ー ス形式、 紙芝居、 なぞなぞなど ・評価項目
表する工夫 （以下省略）

0学習のまとめ く 一 斉＞
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③ 高等学校の単元指導計画例

教育課程の編成方針の設定の背景． ． • 本校は、道東の大自然に恵まれた人口約8,000名の町に所

在する。 地域は、 農林水産業を主産業として発展してきたが、 近年は急速な過疎化の進行によ

って地域経済が衰退し、 生徒の大部分が卒業とともに都市へと流出するため、 地域の将来を担

う若者不足の問題が顕在化している。 また、 生徒の性向として、 真面目で素直な面はよいが、

やや覇気に欠ける面が見られ、 主体的な学習へと導くことが困難になっている。 これらの課題

に対して、 本年度は、 地域のよさを再発見させるための地域素材の教材化と主体的な学習を導

く問題解決的・体験的な学習を重視した教育課程の編成方針が設定された。 以下、 このことを

基に作成された公民科の単元指導計画例を提示する。

「公民科 、 現代社会」 〈地域社会 の 変化と 住民 の 生活〉
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4 各学年・学級の実践から

(1) 目指す各段階の教育目榛とその関連・ ・高学年ブロック第5学年から

＊学校の教育目標

＊学年の教育目標
（第5学年）

＊学級の教育目標

＊学芸発表会
「劇」におけ

る指塀目標

＊めざす子供像

み

0仲間を大切にし、みんなのために活
動する子
.

. 

'f [l糾］

I 

, • 最後まで努力を梢しまない子

1 1 -��1恥？つ｀｀社む後子、まで

Iは悶［、励まし合い、高め合う子
[2 糾：
・仲間を大切にし，みんなのために活

妥 勁する子

· 自らの役悧を考え、自らのめあてを耕って積極的に取り糾む態1虻を脊てる
—-

，自らの役割や係の仕事に積極的に取り組む子
，係や教師の指示に対し、力を合わせていう子
，友述の洞技や仕事のよいところを認め、励まし合う子

(2) 種目の設定とその理由
「劇」を学級の教育目標の具現化の手だてとして取り上げたc

一 人一 人の個性や主体性が発揮さ
れやすく、 児童自らの考えや工夫を形にしていくことができるからである。

(3)指導計画

(7-8月）
( 9月）
( 10月）
( 11月）

［児童の活動］
・劇制作実行委員会発足
• 脚本完成、キャスト、スタッフの選出
• 練習開始、 発表、 反省

頂教師の活動・支援体制］
・舅器楽の担当教師決定
•脚本つくり支援等
•練習及び係活動の指瑯、 援助
＊学年・学級経営交流資料作成

(4) 「削」教師間の役割分担
• 5人の教師で計画的に全体指導する協

働体制で望む（演習・衣装・舞台• 音
響・照明）

・児童間の学年の壁を取り除き、 協力し
合う。

・児童の主体的な活動を促していく。

(5)児童の変容…•••第6学年の記録から（一部掲載）
［はじめ］ ： 脚本作成のため、 よく構

想を話し合っている。脚本
に基づき音声の構想を練っ
た。自分たちの手で仕上げ
る意気込みが感じられた。

： 指導教師と演出を担当す
る子の指導がかみ合ってく
る。 生演奏·BGMのエ夫
が日を追って上達する。

： キャストとスタッフの一

体感が生まれ、 学年集団と
してまとまりがでてくる。
最高学年として、 目標の達
成を図り、 自分の確立を始
める。

［指禅中］

［おわり］
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⑤ 当麻町立当麻中学校の実践

l学校の教育目標を具現化する保健体育の実践l
実践研究の概要

学校の教育目標を教育課程経営に具現化するためには、侮時間の授業の中で教師と生徒が共

に意識化することが不可欠である。当麻中学校では、学校の教育目標の日常化と人間化を推進

（詳細pp.62-64) することによって、生徒一 人 一 人に目標の価値項目への意識化を促してきた。

このように意識化された教育目標と各教科の単元指禅目標とをすり合わせ、 授業レベルにおけ

る教育目標の具現化を試みている。以下、学校の教育目標の具現化を求めて設定した教育課程

の編成方針（生徒指尊の機能を生かした授業）を具体化した体育科「マット運動」の取組を見

ることにする。

第二学年保健体育学習指導案
対象生徒2年 3 組（男子18名、女子18名、計36名） 授業者鳴澤吉紀

1 単元名器械運動（マット運動）
2 単元のとらえ方について

連動の特性のとらえ方は、技術的な構造や、身体的な効果に着目したものから、連動の楽しさや
喜ぴを味わわせることに着目した展開に変化してきた。

器械運動に

お

ける楽しさの中核は、学習者がどう成就感を味わうかである。そのためには、克服
型から、学習者が自己の能力を最大限に発揮し、今までできなかった技が「できた」という達成感
を味わうことが大切である。しかも学習者自身や所属する班が取り組みたい技を選択し、学習者た
ちの努力や協力、工夫が生かされることによって、課題を達成したことの喜びが増加する。そのた
め

に
は、指溝者からの一 方的な課題提示による授業ではなく、学習者自らが主体的に課題を設定し、

解決するような学習過程が大切である。
マット運動は回転系や技巧系の技群の中から学習者の能力に応じたものに挑戦したり、個々の技

や組み合わせを工夫して円滑にできるようになったり、今までよりも少しでも上手にできるように
なったとき、楽しさや喜びを味わうことのできるものとなり得る。そこで、学習過程を教師主端で
なく、生徒と共に創り上げる授業を中心に据え、自己の能力に適した課題や班での協力、計画的な
訓練等学習者自らが授業を創り出すように進めてきた。また、器械・器具の点検や課題を設定する
上での安全に留意する態度を育ててきた。

本時のマット運動では、一期を長形マットの個人技の発表会形式とし、二期を集団による演技発
表会形式とした。生徒の実態（意欲的であるが体格差と能力差がともに顕著、話し合い活動や目標
への見通しの持ち方・克服の仕方が不十分）を考慮して、課題克服の手立てを明確にさせ、協力す
る観点を学習計画の中に位置づけさせることで、多くの楽しさや喜びを味わわせることを璽視した。

3 体育の単元目標と学級の教育目標との関連
2年3組の学級目標 「前 進」

教育目標との関連
• 自ら考える生徒

・正しく判断できる生徒
．誠意あふれる生徒
．感謝し、協調する生徒
・心身を鍛える生徒
．何事にも挑戦する生徒

・良さを生かす生徒

担任の願い
・考えや行動を明る＜
・けじめと規律の定着

・積極的な行動
・仲間との協力

i体育科（単元）での具現化

生徒指導の機能を生か
した授業の構築

教育課程編成方針

学級目標の達成は、個の自己
実現である。それを体育では、
楽しい体育を通して学級での存
在感を育成することと考え、課
題の達成感や単元教材への成就
感を持たせるように設定した。
自己の変容を求めるのである。
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学校経営組織が教育目標を具現化するための組織であるということは、 教育且標によって

その組織のありようが規定されるということである。したがって、 年度の重点教育目標が変

われば組織そのものの見直しや改善が必然的に求められる。 例えば、 地域との連携を重視し

た年度の重点教育目標を掲げた場合、 校務分掌組織に地域との連携を主な業務とする係を新

設することなどが考えられる。 また、 複数の分掌間にまたがるプロジェクトチ ー ムなどの臨

時組織を編成したり、 校内研修の機能を強化し、 研修活動を通して学校としての取組となる

よう前向きな組織編成が考えられる。

(3) 組織改善を推進するリーダーの役割

組織改善をより積極的に推進するためには、 組織構成貝の意識変革が必要である。それは

組織構成員である教師個々が、 自校の学校経営組織を課題解決を意屈した組織へ改善しよう

とする意識をもつようになることである。

学校経営組織の構成員である教師は、 職務上の関係のみに規定されるのではなく、 感情や

期待を介在とした具体的な人問関係・社会関係にも規定されている。このようなインフォ ー

マルな人間関係は、 緊張や葛藤を回避することに役立っている。しかし、 このことが時とし

て、 改善や前向きの変化さえも好まない組織風土を醸成してしまいがちになる。学校経営甜

織を教育目標の具現化に向けた組織へと改善していくためには、 人間関係の緊張をむしろ廂

織改善へのバネとして生かしていく積極的な視点が求められる。（注10)その役割を担うのカ

主任などのような組織のリ ー ダーである。

リ ー ダ ーには教授・学習組織では学級・学年経営として、 研修組織では研修経営として、

校務分掌組織では分掌経営として、 目標 ー 計画 一 実施 ー 評価 ー 改善のマネジメント・サイク

ルを踏まえた経営活動を営むリ ー ダー シップの発揮が求められる。 特に、 改善の段階におし

ては、 組織の現状を維持するという発想をやめ、 教育目標の具現化に向かわせるために大rn

に組織を改善していくリ ー ダー の経営手腕の発揮が必要である。 さらには目標の設定や計圃

立案の段階からフォロワ ー の経営参画を求めるとともに、 各組織間の有機的な関連性を強ク

リ ー ダー 相互の連携を図っていくことが重要である。

3教育目標の具現化を目指す組織改善の実際

教育目標の具現化を志向する組織改善の例として、 教授・学習組織の改善を図る学級・学ク

経営、 研修組織を改善する研修経営、 そして、 分掌組織の一つである教務部の改善を図る教矛

部経営を取り上げる。

(1) 年度の重点教育目標の実現を目指す学級・学年経営

学級組織は、 教育活動及び経営活動の舟体であり、 教育目標具現化の最前線として最も〗

視されなくてはならない。学級組織が教育目様の具現化を目指す課題解決を効果的にすすと

るためには、 まず年度の重点教育目標から学級の教育目原への具体化を璽視することが大t

である。

次頁に示した江別市立大麻泉小学校の学級経営案（注11)の一部は、教育目標から学年のオ

育目標、 学級の教育目標へと下降的に目標を設定することにより、 教育目標と学級の教育l

標との関連を図った例である。大麻泉小学校では、 教育目標のうちの「はげまし合う子」，
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このような経営の途上で、 学習指尊要領の改訂にともなう平成6年度実施の新教育課程の

編成作業にとりかかる。 N教務主任は、 上記の学校間連携と並行して次のような取組をして

いる。

① 地域の実態把握と1B教育課程の問題点を洗い出す。

② 学習指禅要領の改訂の趣旨や基本方針について、 教員の共通理解を図る教科別の勉強

会を設定する。

③ 各教科別勉強会の報告会として全体研修会等を実施する。

④ 教育課程検討委員会を組織し、 具体的な編成作業に入る。

各教科の調整には、「教務部の原案作成 ー 運営委員会 一 職員会議」の過程を何度も繰り返

し、 1年間かけてまとめている。

学校問連携についてあまり例のない時期に、 学校の将来を見通して研究を始めようとした

ことや、 学習指尊要領の改訂について早々に啓発の手段をとるなど、 N教務主任には、 学校

の教育課題を的確に見抜く経営的力批がうかがえる。 そして、 学校間連携や学習指禅要領に

ついて理解を深め合う校内研修の設定、 運営組織を活用した各教科の調整など、 学校経営組

織を有機的に関連づけ、 教育課題の解決を学校として進めようとする教務主任のリ ー ダ ー シ

ップの発揮がみられる。 戸塚忠治氏は、 N教務主任の行動を「教育目標の具現化を強く意識

した行動、 学校課題の的確な把握、 学校の将来像の設定、 教員の啓蒙、 情報収集活動があげ

られる。 また、 学校改善を進めるに当たって執念とも言える強い意志をもっている。」（注18)

と分析している。

上記の事例は、 学校間連携という特殊性はあるものの、 教育目標の具現化を図るためには、

学校の内部組織の連携、 さらに学校の枠を越えた外部組織との連挽が必要であること、 また、

取組の進展にともなう組織の改編と、 固定的な分掌組織の枠組みを改善し、 柔軟で開かれた

組織づくりを推進していく分掌経営の重要性を示しているのである。
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vn 研究のまとめ

2年間の研究から得られた研究成果及び今後の研究課題は、 次のとおりである。

1研究の成果

① 学校経営における教育目標の具現化の意義を明らかにし、 教育目標が具現化されていく道

筋を学校経営の構造の中で明示した。

② 教育目標の具現化を課題解決過程ととらえ直し、 どのように課題解決を図るかの「判断」

を明確にするという観点から、 具現化を推進するマネジメント ・ サイクルとして「A(目標）

-P(計画） ー D (実施）ー s (評価） ー I (改善）」を提起した。

③ 教育目標の具現化の基盤を年度の重点教育目標の実現におき、 戦略としての年度の重点経

営方針の設定など、 その理論的枠組を示した。

④ 学校経営計画書が、 教育且標の具現化の手順や道筋を示すものとして活用されるよう、 構

成内容や作成に当たっての配慮事項を明らかにした。

⑤ 教育目標の具現化を構造的におさえることの大切さを指摘し、 教育目標の具現化構造図を

試案として提示した。

⑥ 教育目標の具現化を図る教育課程経営の理論的枠組を明らかにした。

⑦ 教育目標を教育課程の編成方針をとおして指噂計画の中に具体的に位置付けるまでの道筋

と、 それに基づいて指導目標を再構築する方法を明らかにした。

⑧ 学校の紺織に関する用語の概念規定を行うとともに、 各種組織を教育活動系列と経営活動

系列の二系列から整理し、 構造化した。

⑨ 教育目標の具現化を図るためには、 学校経営組織を年度の重点教育目標の実現を志向する

課題解決型の組織へと改善することの重要性を明らかにした。

⑩ 評価結果を改善策に生かし、次年度の重点教育目標（仮）の設定から次年度計画の策定に接

合させる S-I-A-P 過程の重要性を指摘した。

⑪ 評価結果を生かした年度の重点教育目標の設定の仕方とその実現状況を把握するための評

価観点を明らかにした。

2今後の課題

① A-P-D-S-I の各段階が、 実際の活動場面において、 時系列上どのような相互関係

のもとで展開されるのか、 特に Sから I-A-P までのつながりに着目して明らかにする。

② 校種の違いによる教育課程経営、 組織・運営の在り方、 評価活動の特徴を明らかにする。

③ 教育目標の具現化を入学から卒業までの6年間ないし3年間の長期的な展望のもとに計画

化する理論的枠組を明らかにする。

④ 児童生徒や父母に対する教育責任を生涯学習の観点からとらえ、 地域社会の学校としての

学校教育の役割を明らかにする。
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③ 実践研究の内容
ア 研究の目的

学校の教育目標の学級・学年レベルにおける具現化の方法を探る。また、研究の過程
で、その道筋を全教職員で共有化を固り、成果 ・ 課題を今後の教育目標の具現化のため
の学級・学年経営の実践に生かす。

イ 研究方法
〇 学級 ・ 学年目標を生かした学芸発表会の運営計画を策定する。
〇 歌・器楽・リズム ・ 刺等のうち、研究対象となる活動場面を限定する。
〇 指導方法・計画等を協議し、検討するとともに指導体制を明確にする。
〇 指導の過程での児童の変容度を掌握し、記録化を図る。
〇 具現化の達成度を指導者、児童、父栂のレベルで評価する。

(3) 成果と課題
これまでの学校行事は、半ば慣習的に行われてきた経緯があった。しかし、この実践を通

して、「練習の過程で教えてほしいという子と教えたいという子を組み合わせ、励ましあって
ともに高まろうとするレベルにまで到達した2学年の実践」、「一人一 人の活動の場を保障す
るため、歌・手話・群読で構成し、表現活動に取り組んだ3·4学年の実践」等の取組を通
して、教育目標の具現化を図ろうとする意識が、教師一人一人に確実に形成されつつある。
また、教師集団が一体となった指導体制の充実が図られたことも成果として大きい。

最後に本研究は教育目標の具現化をめざすものであったが、行事の持つ教育効果の大きさ
を改めて認識した。今後は、行事精選の見直しを図るとともに、本研究の成果の日常的な実
践化を進めていきたい。

2 当麻町立当麻中学校（校長荒顛正美学級数 9)

当麻町は、明治27年に屯田兵の入植で拓かれた地域である。本校は、開拓魂に支えられた地
域の教育風土の中で長い間、「一町ー 中学校」としての歴史を継承してきた。しかし、時代の
流れとともに、隣接する旭川市への通勤夫婦の激増、農業経営者の高齢化とその不足など、地
域の社会的、経済的状況に変化が見られ、父母の学校に対する教育活動への支援、PTA活動
への参加などの積極性は以前ほどではなくなっている。現在の教育目標は平成 6 年 4 月に全面
改定された。改定にあたっては、「新教育目標制定委員会」を設置し、本校の伝統や地域の教
育風土を基盤に、教師や父母が生徒に対し「こうあってほしい」という生徒像を求め検討され
たものである。

(1)本校の教育目標
◎めざす生徒像・・ ・ 進んで学び、心豊かな活力ある生徒
〇気づき行う人・・・ （自主）●自ら考える生徒●熱意あふれる生徒●正しく判断する生

徒●見通し、勇気をもって行動する生徒
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・父母地域との連携による学校経営を進めていくことができる。

(3) 成果と課題
本校はこれまで学校評価において、 教師それぞれの意識の上で教育目標と教育活動とを結

びつける弱さが指摘されてきた。研究の成果は生徒の変容で決まるといわれる。本研究はわ
ずか2年間の取組であったが、 教師それぞれが「目標意識をもった学級のイメ ー ジづくり」
をおこない、 実践に取り組んできたことが成果の一つといえる。 また、 教育目標の吟味から
入り、 それを実践と結びつけて検証し、 学校改善にまで至る具現化の筋道が教師一人一人に
認識されたことも大きな成果と言える。 とはいえ、 具現化にかかわる研究で実証的に成果を
出すには極めて難しく、 わずか入り口にさしかかった段階とも言える。 今後は教師それぞれ
が教育目標に内包する理念や教育課題をどのようなイメ ー ジで受けとめ、 実践レベルに置き
換えていくかが課題となろう。

3 北海道札幌篠路高等学校（校長三村治夫学級数普通科30)

本校は、 昭和61年札幌市北部の篠路地区に普通科10間口の高校として開校した。 学校所在地
域は、 明治期に入植した石狩地区でも早期の開拓農家を受け継いだ近郊農業地域と札幌市のベ
ッドタウンとしての新しい住宅地域が半ばする地域である。 通学の容易さと、 地域の教育的核
としての高校の誘致が本校設立の大きな背景となった。 このような猿境におかれる生徒に対し
本校では、 〇生徒の高校生活への積極的な意欲を喚起すること、 〇心身ともに強靱で健全な人
間の育成、 〇情意面での教育生活への積極的な意欲を重視する等の全人的な教育方針が必要で
あるとの認識のもとで学校教育を推進してきた。

(1)本校の教育目標
◎校訓・・・・・・・ 「創造・開拓・希望」
◎めざす生徒像・・・ 「自主・自律、 他人の痛みの解かる、 温もりのある人間」
◎教育目標（平成7年度まで） ◎新教育目標（平成8年施行）
〇農かな情操と創造力に富む人間の育成
〇困難に立ち向かう退しい開拓心を持つ人間の育成
〇心身共に健全で希望に満ちた人間の育成

(2) 実践研究の概要
① 研究課題

「教育且標の改定と具現化に関する研究」
② 課題設定の理由

「知を求め、 創造性を発揮し
挑戦する心を持つ人間」

本校の教育目標は制定して10年が経過している。その間、学習指溝要領が改定され、 また、
社会の変化に応じて諸々の教育課題が学校教育に課せられている。 このような状況の中で、
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(5) 前掲児島邦宏「学校経営計画と教育課程絹成」 p.35

第v章
(1) 前掲児島邦宏「学校経営論」 p.73や高野桂ー ・中留武昭編著「高校現代化の原理と方法下巻J

学事出版1972(昭47) p.193 などに指摘がみられる。
(2) 牧昌見「学校経営組織」『新学校用語辞典』 ぎょうせい1995(平7)
(3) 西穣司「学校の組織運営と教職員」『現代教育学シリーズ7』 有信堂1983(昭58) p,86-88
(4 ) 中留武昭「学校経営の改善戦略」 第一法規 1988(平元） p.111 
(5) 前掲商野桂ー・中留武昭編著「高校現代化の原理と方法下巻」 p.190
(6 ) 「学校経営組織」［新教育学大事典第1巻』 第一法規1989(平元）
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あ と が き

本研究は、21世紀の学校教育の在り様が模索され、 学校に対する教育責任が問われている中で

理想とする児童生徒像として掲げた教育目標を具現化する営みを、 学校経営の視座から見直すこ

とによって、 児童生徒や保護者の期待に応える学校づくりに寄与したいという観点のもとに進め

られたものである。

研究期間が2年間と限られていたこともあって、 授業レベルにおける具現化の実践について多

くを例示することはできなかったが、 教育目標の具現化に関する理論的枠組を整理することには

意を尽くすことができたと考える。特に、 教育目標を具現化するためには年度の重点教育目標の

実現を基盤とすること、 具現化を課題解決過程としてとらえること、 改善段階と目標設定段階を

重視してマネジメント・サイクルをA P-D-S-I とする-と、 具現化の道筋を教育活動系

列と経営活動系列に整理して具現化構造を見直すこと、 学校経営組織をこの系列わけを踏まえて

構成し活動を意義づけること、 年度の重点教育目標の実現状況を把握する評価では次年度につな

げる S-1-A-P過程を重視すること等々について、 学校の実態に即するよう具体的に記述し

たところである。

今後各学校においては、 改めて学校経営における教育目標の具現化の意義とその具現化構造等

について研修が深められることを期待したい。校内研修会や学校評価の機会等をとおして、 自校

の具現化に関する課題が明らかにされ、 その課題の解決をとおして具現化の営みを充実させるこ

とによって、 全ての小中高等学校から教育目標が掲げる理想像を実現した児童生徒が巣立ってい

くことを願ってやまない。

最後に、 本研究の推進に当たって実践資料の提供や授業公開をしていただいた研究協力校の江

別市立大麻泉小学校、 当麻町立当麻中学校及び北海道札幌篠路高等学校に対して厚く御礼を申し

上げる次第である。
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